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運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金

は
、
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
公
共
性

に
配
慮
し
、
輸
送
力
の
確
保
、
輸

送
コ
ス
ト
の
抑
制
等
を
図
る
た
め

の
施
策
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
に

昭
和
51
年
に
創
設
さ
れ
、
国
民

生
活
の
安
定
向
上
、
経
済
社
会
の

発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。

　
一
方
で
、
軽
油
引
取
税
の
暫
定

税
率
廃
止
に
伴
い
、
同
交
付
金
の

交
付
根
拠
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
こ
と
か
ら
、全
ト
協
で
は
政
府
、

与
野
党
各
会
派
に
対
し
て
同
交

付
金
制
度
の
維
持
を
強
く
働
き

か
け
て
き
た
。

　
令
和
７
年
12
月
15
日
に
は
、
超

党
派
の
国
会
議
員
団
が
、
運
輸

事
業
振
興
助
成
法
改
正
法
案
を

築
山
信
彦
衆
議
院
事
務
総
長
に

提
出
し
た
も
の
の
、
８
年
１
月
23

日
の
衆
議
院
解
散
に
よ
り
同
法
案

は
廃
案
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
１

月
27
日
に
公
示
さ
れ
た
第
51
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、

自
由
民
主
党
の
政
権
公
約
に
「
運

輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
を
確

保
す
る
」
と
明
記
さ
れ
る
な
ど
、

国
会
に
お
い
て
同
交
付
金
制
度
の

維
持
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
が
明
確
に
な
っ
た
。

　
２
月
18
日
の
第
２
２
１
回
国
会

（
特
別
会
）
召
集
直
後
か
ら
、

全
ト
協
で
は
坂
本
克
己
最
高
顧

問
を
先
頭
に
、
与
野
党
の
関
係
の

国
会
議
員
に
対
し
て
法
案
の
年
度

内
成
立
を
要
望
。３
月
３
日
に
は
、

同
法
改
正
に
係
る
各
党
実
務
者

会
議
が
開
催
さ
れ
、
同
法
案
の
早

期
再
提
出
の
方
向
が
固
ま
っ
た
。

　
同
法
案
は
同
10
日
に
、
冨
樫

博
之
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長

（
自
民
党
）
に
よ
っ
て
再
び
衆
議

院
に
提
出
さ
れ
、
同
日
の
衆
議
院

国
土
交
通
委
員
会
に
お
い
て
起
立

総
員
で
可
決
さ
れ
た
の
に
続
き
、

同
13
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
可

決
さ
れ
、
法
案
は
参
議
院
に
送
ら

れ
た
。
続
い
て
、
３
月
31
日
午
前

の
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
に
お

い
て
、
８
年
度
以
降
の
運
輸
事
業

の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
予
算
の

執
行
を
公
平
・
中
立
な
観
点
で

関
係
省
庁
が
協
議
す
る
こ
と
や
、

７
年
６
月
に
成
立
し
た
「
ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
二
法
」
に
基
づ
く
制
度

設
計
と
運
用
に
向
け
た
運
輸
事

業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
予
算

の
在
り
方
の
検
討
、
燃
料
価
格
の

さ
ら
な
る
高
騰
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
や
国
民
の
負
担
軽

減
を
求
め
る
附
帯
決
議
（
詳
細
２

面
）
を
付
し
た
上
で
、
全
会
一
致

で
可
決
。
続
い
て
、
同
日
午
後
の

参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
採
決
が

行
わ
れ
、
投
票
総
数
２
４
３
、
賛

成
２
４
３
、
反
対
０
と
な
り
、
全

会
一
致
で
可
決
・
成
立
し
た
。

　
同
法
案
の
可
決
・
成
立
に
よ

り
、
令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間
、
同
交
付
金
制
度
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
同
交
付
金
制
度
は
、
創
設
以

来
約
50
年
に
わ
た
っ
て
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
輸
送
の
安
全
の
確

保
や
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
適
正

化
、
労
働
環
境
の
改
善
等
に
取
り

組
む
た
め
に
欠
か
せ
な
い
制
度
で

あ
り
、
全
ト
協
で
は
同
法
案
の
可

決
・
成
立
に
よ
っ
て
同
交
付
金
制

度
の
維
持
が
実
現
し
た
こ
と
で
、

引
き
続
き
同
交
付
金
制
度
を
活

用
し
て
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法
律
の一
部
を
改
正
す
る
法
律

　
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　
第
一
条
中「
軽
油
引
取
税
の
税
率
に
つ
い
て
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
」を「
現

下
の
」
に
、「
に
与
え
る
影
響
」
を
「
を
め
ぐ
る
状
況
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
こ
の
法
律
の
失
効
） 

２ 

こ
の
法
律
は
、
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

（
経
過
措
置
） 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
律
の
失
効
前
に
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
の
交
付
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、第
三
条
の
規
定
は
、

前
項
に
規
定
す
る
日
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

附
　
　
則 

　
こ
の
法
律
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理
　
　
由 

　
現
下
の
軽
油
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
を
用
い
て
行
わ
れ
る
運
輸
事
業
を
め
ぐ
る
状
況

に
鑑
み
、
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
引
き
続
き
運
輸
事
業
振
興
助
成
交

付
金
を
交
付
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

衆議院本会議で可決し、同法案は参議院に送られた3月31日の参議院本会議で全会一致で可決し、改正法案は成立した

　
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税
率
廃
止
後
も
、
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、

「
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
運
輸
事
業
振
興
助

成
法
改
正
法
案
、
本
文
を
別
掲
）
が
、
３
月
13

日
の
衆
議
院
本
会
議
で
の
可
決
に
続
き
、
３
月

31
日
の
参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、成
立
し
た
。

　
同
交
付
金
制
度
の
維
持
は
、
軽
油
引
取
税
の

暫
定
税
率
廃
止
と
と
も
に
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
政
府
、
与
野
党
各
会
派
に
対
し
て
強
く

要
望
を
行
っ
て
い
た
も
の
。
同
法
案
の
可
決
・
成

立
に
よ
り
、
令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
、同
交
付
金
制
度
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

超党派の全会一致で日切れ扱い法案として年度内成立
参議院の独立性で附帯決議を付す

二兎を追うもののみが二兎を得る‼
暫定税率廃止 交付金維持
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【
運
輸
事
業
振
興
助
成
法
改
正
法
案

可
決
・
成
立
ま
で
の
道
の
り
】

・
令
和
７
年
12
月
12
日
㈮

　
運
輸
事
業
振
興
助
成
法
の
改
正
に
係
る
各
党
実
務
者
会

議　
〈
橘
慶
一
郎
衆
議
院
議
員
・
宮
内
秀
樹
衆
議
院
議
員

（
自
民
）、
重
徳
和
彦
衆
議
院
議
員
（
立
憲
）、
古
川
元

久
衆
議
院
議
員
・
浜
口
誠
衆
議
院
議
員
（
国
民
）、
里
見

隆
治
参
議
院
議
員
（
公
明
）、た
が
や
亮
衆
議
院
議
員
（
れ

い
わ
）、
堀
川
あ
き
こ
衆
議
院
議
員
（
共
産
）、
福
島
伸
享

衆
議
院
議
員
（
有
志
）、
◇
維
新
に
は
終
了
後
確
認
〉

※
衆
議
院
法
制
局
、
国
土
交
通
省
同
席

・
12
月
15
日
㈪

　
運
輸
事
業
振
興
助
成
法
改
正
法
案
を
築
山
信
彦
衆
議

院
事
務
総
長
に
提
出

　
〈
法
案
提
出
者
〉

　
橘
　
慶
一
郎
　
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

　
宮
内
　
秀
樹
　
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

　
重
徳
　
和
彦
　
衆
議
院
議
員
（
立
憲
）

　
梅
村
　
　
聡
　
衆
議
院
議
員
（
維
新
）

　
古
川
　
元
久
　
衆
議
院
議
員
（
国
民
）

　
赤
羽
　
一
嘉
　
衆
議
院
議
員
（
公
明
）

　
た
が
や
　
亮
　
衆
議
院
議
員
（
れ
い
わ
）

　
辰
巳
孝
太
郎
　
衆
議
院
議
員
（
共
産
）

　
福
島
　
伸
享
　
衆
議
院
議
員
（
有
志
）

・
12
月
26
日
㈮

　
令
和
８
年
度
に
お
け
る
運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
、
現
行
と
同
等
の
地
方
財
政
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
（
総
務
省
「
令
和
８
年
度
地

方
財
政
対
策
」）

・
令
和
８
年
１
月
23
日
㈮

　
衆
議
院
解
散
に
よ
り
法
案
は
廃
案
と
な
る

・
１
月
27
日
㈫

　
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
公
示

・
２
月
18
日
㈬

　
第
２
２
１
回
国
会
（
特
別
会
）
召
集

・
２
月
19
日
㈭

　
同
法
案
に
つ
い
て
、
今
国
会
で
の
早
期
の
提
出
と
年
度

内
成
立
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
上
野
賢
一
郎
衆
議
院
議
員

（
自
民
）、
橘
慶
一
郎
衆
議
院
議
員
（
同
）、
盛
山
正
仁
衆

議
院
議
員
（
同
）、
宮
内
秀
樹
衆
議
院
議
員
（
同
）
と
の

打
ち
合
わ
せ
。
３
労
働
組
合
（
運
輸
労
連
、
交
通
労
連
、

建
交
労
）
に
現
状
説
明

・
２
月
中
旬
〜
３
月
上
旬

　
自
民
、
中
道
、
維
新
、
国
民
、
参
政
、
共
産
、
公
明
の

関
係
国
会
議
員
に
法
案
の
年
度
内
成
立
を
要
望

　
　
・ 

自
民
　
上
野
賢
一
郎
衆
議
院
議
員
、
橘
慶
一
郎
衆

議
院
議
員
、
盛
山
正
仁
衆
議
院
議
員
、
宮
内
秀

樹
衆
議
院
議
員
、
田
中
良
生
衆
議
院
議
員
（
衆

議
院
国
土
交
通
委
員
会
筆
頭
理
事
）、
熊
田
裕
通

衆
議
院
議
員
（
自
民
党
国
会
対
策
副
委
員
長
・

国
土
交
通
担
当
）

　
　
・ 

中
道
　
赤
羽
一
嘉
衆
議
院
議
員
、
重
徳
和
彦
衆
議

院
議
員
、
福
重
隆
浩
衆
議
院
議
員
（
衆
議
院
国

土
交
通
委
員
会
筆
頭
理
事
）

　
　
・ 

維
新
　
奥
下
剛
光
衆
議
院
議
員
、
梅
村
聡
衆
議

院
議
員

　
　
・
国
民
　
古
川
元
久
衆
議
院
議
員

　
　
・
参
政
　
和
田
政
宗
衆
議
院
議
員

　
　
・
共
産
　
辰
巳
孝
太
郎
衆
議
院
議
員

　
　
・ 

公
明
　
西
田
実
仁
参
議
院
議
員
、
杉
久
武
参
議

院
議
員

・
３
月
３
日
㈫

　
運
輸
事
業
振
興
助
成
法
の
改
正
に
係
る
各
党
実
務
者
会

議　
〈
加
藤
勝
信
衆
議
院
議
員
・
橘
慶
一
郎
衆
議
院
議
員
・

盛
山
正
仁
衆
議
院
議
員
・
宮
内
秀
樹
衆
議
院
議
員
（
自

民
）、
赤
羽
一
嘉
衆
議
院
議
員
（
中
道
）、
奥
下
剛
光
衆
議

院
議
員
（
維
新
）、
西
岡
秀
子
衆
議
院
議
員
（
国
民
）、

和
田
政
宗
衆
議
院
議
員
（
参
政
）、
古
川
あ
お
い
衆
議
院

議
員
（
み
ら
い
）、
畑
野
君
江
衆
議
院
議
員
（
共
産
）
〉

※
衆
議
院
法
制
局
、
国
土
交
通
省
同
席

・
３
月
10
日
㈫

　
冨
樫
博
之
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
（
自
民
）
に
よ
り

法
案
が
再
び
衆
議
院
に
提
出
。
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会

で
可
決

・
３
月
13
日
㈮

　
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
、
同
法
案
は
参
議
院
に
送
付
さ

れ
る

・
３
月
中
旬
〜
下
旬

　
与
野
党
の
関
係
の
参
議
院
議
員
に
法
案
の
年
度
内
成
立

を
要
望

　
　
・ 

自
民
　
石
井
準
一
参
議
院
議
員
（
参
議
院
幹
事

長
）、
滝
波
宏
文
参
議
院
議
員
（
参
議
院
国
土
交

通
委
員
会
筆
頭
理
事
）、
山
本
佐
知
子
参
議
院
議

員
（
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
理
事
）、
長
谷
川

岳
参
議
院
議
員
（
参
議
院
国
土
交
通
委
員
）、
見

坂
茂
範
参
議
院
議
員
（
参
議
院
国
土
交
通
委
員
）

　
　
・ 

立
憲
　
辻
元
清
美
参
議
院
議
員
（
参
議
院
国
土

交
通
委
員
長
）、
蓮
舫
参
議
院
議
員
（
参
議
院
国

土
交
通
委
員
会
筆
頭
理
事
）

　
　
・ 

維
新
　
石
井
め
ぐ
み
参
議
院
議
員
（
参
議
院
国
土

交
通
委
員
）

・
３
月
31
日
㈫

　
午
前
の
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
で
可
決
。
午
後
の
参

議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立

運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

　
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い

て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き

で
あ
る
。

一
　
令
和
八
年
度
に
お
け
る
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に

関
す
る
予
算
に
つ
い
て
、
公
平
・
中
立
な
観
点
で
関
係
各

省
間
に
お
い
て
鋭
意
協
議
、
調
整
を
行
っ
た
上
で
、
速
や

か
に
執
行
す
る
こ
と
。
ま
た
、
九
年
度
以
降
の
運
輸
事
業

の
振
興
に
関
す
る
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
も
八
年
度
と
同
様

に
、
公
平
・
中
立
な
観
点
で
関
係
各
省
間
に
お
い
て
鋭
意

協
議
、
調
整
を
行
う
こ
と
。

二
　
令
和
七
年
六
月
に
成
立
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
に
基
づ
く
制
度
設
計
と
同
法
の
運
用
に
向

け
、
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
予
算
に
つ
い
て
、

そ
の
在
り
方
を
含
め
、
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

三
　
現
下
の
中
東
情
勢
を
受
け
、
燃
料
価
格
の
更
な
る
高

騰
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
社
会
基
盤

を
支
え
る
事
業
や
国
民
生
活
に
多
大
な
る
影
響
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
み
な

ら
ず
、
国
民
全
体
へ
の
影
響
を
極
力
軽
減
し
、
負
担
が
及

ば
な
い
よ
う
、
国
会
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
果
的
な
対

策
を
講
ず
る
こ
と
。

参議院

衆議院国土交通委員会に臨む、（左から）福重隆浩筆頭理事（中道改革連
合）、冨樫博之委員長（自由民主党）、田中良生筆頭理事（同）（3月10日）

運輸事業振興助成法改正法案は、衆議院国土交通委員会において起立総
員で可決された（3月10日）

参議院本会議で、参議院国土交通委員会における審議状況について説明
する辻元清美参議院国土交通委員長（立憲民主党）（3月31日）

参議院国土交通委員会に臨む、（左から）滝波宏文筆頭理事（自民党）、辻
元清美委員長（立憲民主党）、蓮舫筆頭理事（同）（3月31日）

衆議院本会議で、衆議院国土交通委員会における審議状況について説明
する冨樫博之衆議院国土交通委員長（3月13日）

参議院本会議の審議を見守る（前列右から）松崎宏則専務理事、坂本克
己最高顧問、重田雅史理事長（3月31日）

衆議院国土交通委員会の審議を見守る（左から）松崎宏則専務理事、坂
本克己最高顧問、重田雅史理事長（3月10日）

参議院国土交通委員会では、附帯決議を付した上で、全会一致で可決され
た（3月31日）

参議院本会議で全会一致で可決・成立した（3月31日）

坂本最高顧問指揮のもと全ト協一丸（松崎専務チーム）スピード成立


